
                        

               

コンポストセンターいなばの廃止について 

 

１ これまでの経過について 

〇平成 24年 6月   ・処理水の不適切処理確認 

〇平成 25年 3月     ・第 1回汚泥処理方法のあり方等検討会 

            ・汚泥等の公共下水処理について了解(国交省中国地方整備局協議) 

※暫定期間～H28.3 までの 3年間 

〇平成 25年 4月～  ・コンポストセンター休止(鳥取市公共下水道終末処理場で委託処理) 

          ・因幡浄苑の汚泥処理設備等を休止 

〇平成 27年 5月     ・第 4回汚泥処理方法のあり方等検討会(方向性検討) 
 
２ 今後(平成 28年度以降)の汚泥処理方法について 

〇コンポストセンターを再稼働するためには、有機質肥料中の重金属(銅)の増大及び 

排水中の窒素処理等の課題解消が必要であり、現実的には対応が困難な状況である。 

〇平成 11年の施設建設当時とは社会情勢等(汚泥堆肥化の民間参入)も変化しているこ 

とから、コンポストセンターは廃止する方向で国・県等関係機関との協議を進める。 

 

  【参考】コンポストセンターの年間収支(平成 24年度） 

                     ・維持管理費  約 96,000 千円 

             ・製品(有機肥料)販売収入  約 2,000 千円 

 

〇コンポストセンター廃止後の汚泥処理は、処理コスト及び時間的制約等を踏まえ、 

民間での処理(リサイクル)を基本に検討を進める。 

    

   〔従来の処理体系〕           〔民間処理を基本へ〕 

・因幡浄苑全稼働            ・因幡浄苑全稼働 

・コンポストセンター稼働        ・コンポストセンター廃止 

※年間概算経費 317,000 千円            ※年間概算経費 249,000 千円 

              年間概算経費で 68,000 千円の削減効果 

 

３ 課題について 

○因幡浄苑・・・・・・・・現在休止している汚泥処理設備等の再稼働が必須である 

〇コンポストセンター・・・廃止後における施設の活用検討 

廃止に伴い補助金返還等が生じた場合への対応 ほか 

正副管理者会議 資料４ 
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【コンポストセンターいなばの現況】

〈一次発酵装置〉 〈二次発酵装置〉
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